
２０２０．４．１３ 

第４５４号 

兵庫県立神崎高等学校 

ＴＥＬ ０７９０－３２－０２０９ 

 

           

夢を発見し実現できる学校 

    

 

 

 

ディスカバリー       ハイ スクール      カンザキ     

   

 

  

 

４
月
８
日
（
水
）、
心
地
よ
い

日
差
し
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
大
歳

神
社
の
参
道
を
桜
が
埋
め
尽
く

す
中
、
本
校
体
育
館
に
て
、
令

和
２
年
度
入
学
者
説
明
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
入
学
式
が
な
く
な
り
、
説
明

会
と
い
う
形
式
で
内
容
は
簡
素

化
さ
れ
ま
し
た
。
第
46
回
生

80
名
（
男
子
36
名
・
女
子
44

名
）
の
新
入
生
た
ち
が
入
学
を

許
可
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
校
長

先
生
か
ら
の
「
入
学
を
許
可
す

る
」
と
い
う
言
葉
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

入
学
が
許
可
さ
れ
た
後
、
一

年
一
組
井
上
な
な
み
さ
ん
が
新

入
生
代
表
と
し
て
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。 

神
崎
高
校
生
と
し
て
、
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
夢
を

実
現
す
る
た
め
、
心
身
を
鍛
え
、

勉
学
に
励
み
、
充
実
し
た
高
校
生

活
を
送
ろ
う
と
い
う
強
い
意
志

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

教
頭
よ
り
部
主
任
お
よ
び
学

年
団
の
紹
介
後
、
保
護
者
に
対
し

て
説
明
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

校
長
、
主
任
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
生
徒
指
導
部
、
教
務
、

保
健
、
事
務
室
よ
り
保
護
者
に
対

し
て
の
依
頼
と
説
明
が
あ
り
、
全

体
50

分
程
度
で
終
了
し
ま
し

た
。 神

崎
高
校
で
の
三
年
間
、
失
敗

を
恐
れ
ず
多
く
の
こ
と
に
挑
戦

し
、
様
々
な
経
験
と
人
々
と
の
交

流
を
通
し
て
、
魅
力
溢
れ
る
若
者

に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い

ま
す
。 

人
事
異
動 

新
年
度
が
始
ま
り
、生
徒
た
ち
は

ク
ラ
ス
発
表
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
元
気
に
登
校
し
ま
し
た
。 

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
、
始
業
式
や
離

任
式
、
着
任
式
を
中
止
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、離
任
さ
れ
た
先
生
方
と

新
着
任
さ
れ
た
先
生
方
の
紹
介
を

校
内
放
送
で
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
春
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
本

校
よ
り
転
出
さ
れ
た
先
生
方
を
紹

介
し
ま
す
。 

渡
邉
康
司
先
生（
県
立
三
木
東
高

等
学
校
）、
河
野
文
英
先
生
（
県
立

飾
磨
工
業
高
等
学
校
）、
菅
生
智
文

先
生
（
県
立
姫
路
東
高
等
学
校
）、

多
田
健
太
先
生（
県
立
但
馬
農
業
高

等
学
校
）、
中
村
睦
美
先
生
、
茂
上

亮
平
先
生
（
県
立
家
島
高
等
学
校
）、

井
上
直
子
さ
ん（
県
立
生
野
高
等
学

校
）、
小
幡
由
貴
さ
ん
、
以
上
８
名

の
方
々
が
、本
校
か
ら
転
出
さ
れ
ま

し
た
。 

転
出
さ
れ
た
先
生
方
の
こ
れ
ま

で
の
神
崎
高
校
で
の
ご
尽
力
に
感

謝
し
、今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
、本
校
に
新
た
に
着
任
さ
れ

た
先
生
方
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 
雪
岡
恭
介
先
生
（
県
立
社
高
等

学
校
）、
藤
原
賢
一
先
生
（
県
立
三

木
北
高
等
学
校
）、
木
村
靖
朗
先
生

（
県
立
姫
路
し
ら
さ
ぎ
特
別
支
援

学
校
）、
大
井
彩
子
先
生
（
神
戸
市

立
桜
が
丘
中
学
校
）、
岩
谷
和
紀
先

生
（
県
立
太
子
高
等
学
校
）、
坂
元

郁
弥
先
生
（
姫
路
市
立
飾
磨
高
等

学
校
）、
岨
彩
香
先
生
（
県
立
姫
路

飾
西
高
等
学
校
）、
三
浦
あ
ず
さ
さ

ん
（
県
民
生
活
局
芸
術
文
化
課
）、

内
藤
小
百
合
さ
ん
（
県
立
西
脇
北

高
等
学
校
）
以
上
９
名
の
方
々
で

す
。 職

員
も
新
し
い
顔
ぶ
れ
と
な

り
、
今
年
も
更
な
る
発
展
と
飛
躍

を
目
指
し
て
、
様
々
な
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
教
職
員
一

丸
と
な
っ
て
一
層
の
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

ち ょ っ と一 言 ）この度、校長として３年目を神崎高校で迎えさせていただくことになりました。保護者の皆様や地域の皆様と、

今年もご縁をいただけたことに、まず感謝いたします。さて、新型コロナウイルスの影響を受け、本校にも容赦なく様々な変更が迫ら

れました。入学式もしかりです。「新入生への説明会」となった会場であったにもかかわらず、凛とした空気を感じることができまし

た。神崎高校を選んでくれた生徒たち、そして保護者の皆様のため、校訓（自主・創造・勤勉）を礎に、生徒指導の３つの柱（ダメな

ものはダメ、言葉遣いを丁寧に、学校を綺麗に）など、神崎高校のよき伝統を引き継いでまいります。また、「神崎高校生として誇り」

を身に着けさせるべく、地域の皆さんとともに取り組んでまいります。「おらが学校」づくりのため、今年度もご理解とご協力をお願

いします。 


